
。
ねた〈じたち，. 判附川と手臼沼にがこまれ自問とIr'i史に，.

ぐくまれに統孫子由市民です.
ねたくしたち1み樹園微同文化12mをめざす市民としてのi寄

りそ乞5‘明日へ由制いモこ的て‘ここに市民事。を定めます.
水と緑と主のにおいがいっぱいの住みよいあUこにします
心と体をきたえ笠宮笠をと酌き仰Uゆ〈あUこにします
老人老夫切にし予どもの拶を胃て 穆'''''あUこにします
ふるさとそ愛し 文化を扇町飽か俗あUζlこします
みん'.で路しあいき'"りを守り 明るいあUこにします

..... 
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未来の我孫子

我
孫
子
市
は
、
昭
和
問

1
百
年

に
市
制
を
施
行
し
、
本
円
で
尚
二

十
年
を
迎
え
ま
し
た
.

こ
の
間
、

muか
な
自
然
と
良
好

な
環
収
を
求
め
て
大
勢
の

h
々
が

本
市
に
移
リ
甘
ん
で
こ
ら
れ
、
市

町
人
口
は
、
当
時
的
四
万
七
千
人

か
ら
今
や
ト
-
一万
人
へ
と
発
脱
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
々
の

泌
求
心
時
代
と
と
も
に
大
き
く
従

容
L
.
物
の
泣
か
さ
か
ら
心
的
ゆ

祝

日調

市
制
施
行
ニ
ト
周
年
を
こ
ミ
に

迎
え
.
市
議
会
を
代
炎
し
て
.
U

と
宮
お
祝
い
を
申
し
J
げ
ま
す
。

品刊日刊
子
市
が
昭
如
凹
1
1
半
年
に

市
制
を
他
行
し
て
以
来
、
制
二
i
T

年
、
人
州
に
例
え
る
な
ら
ば
、
成

人
式
を
迎
え
た
大
変
意
義
深
い
年

で
あ
り
ま
す
む

同
相

A
ま
す
と
、
首
都
凶
辺
町
ゆ
と

い
う
点
地
川
口
か
旬
、
米
自
白
の
人

口
包
榊
を
摘
さ
、
過
半
は
次
代
を お主

と
リ
を
ポ
め
る
時
代
へ
と
転
出
問
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

よ
り
快
通
で
平
和
な
生
活
を
蛍

む
今
回
、
柔
軟
で
幅
広
い
行
政
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
.
市
で

は
‘
ぷ
一本
構
想
の
将
米
郎
市
保
で

あ
る
「
干
釘
沼
の
ほ
と
り
、
や
す
り

ぎ
の
ま
ち
」
実
現
の
た
め
に
一川
的

化
.
情
報
化
、
国
際
化
社
会
や
幸
町
開

化
す
る
市
民
的
事
出
却
を
的
怖
に

把
mm
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
リ
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

6

ょ
の
主
，
V

す
べ
き
年
を
『
ニ
イ

一
世
紀
へ
は
ば
た
く
山
発
の
年
」

に
し
て
‘
祁
施
策
を
前
川
的
に
惟

巡
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
脱
皮
と
文
化
を
扱
い

て
、}ら
れ
た
泊
先
放
の
功
印
刷
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
市
民
の
管
仰
が

心
か
ら
符
れ
る
ま
ち
づ
く
リ
に
以

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

井大市長

}踊

議長

M
-
7子
停
を
背
く
も
教
有
地
位
指

山川
に
、
多
大
主
人
力
と
財
力
を
訟

が
な
け
れ
ば
主
り
ま
せ
ん
で
し
た

u

こ
の
ニ
と
は
、
今
目
立
お
、
川

市
的
機
能
的
バ
ラ
ン

ス
を
疎
開
す

る
に
一
主
ら
ず
、
交
通
ア
ク
セ
ス
や

文
化
的
訪
地
訟
の
幼
術
配
前
、
向

齢
化
社
会
へ

の
対
応
帯
々
、
市
民

的
要
望
は
山
附
し
て
お
り
ま
す
.

市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
ニ
れ

ら
の
鴻
間
制
を
解
決
し
治
力
あ

る
夢
と
希
盟
に
渦
ち
た
文
化
郎
市

を
目
指
し
て
、
叫
川
逃
し
て
ま
い
り

ま
す
。

市
政
に
付
す
る
市
民
的
人
白
川
仰
の

よ
リ
一
一
唱
の
ご
思
僻
ご
協
力
を

山間り
ま
す
よ
っ
お
馴
い
申

L
iげ

ま
す
。

山山H
M
附
の
-
-
随
時
を
お
川
リ
い
た

し
ま
し
て
お
悦
い
の
こ
と
ば
と

い
た
し
ま
す

立す反立十虫色間
川主|主宰機イ史の総基 j也下297 
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市
制
施
行
初
周
年
。
そ
れ
は
地
方
自
治
体
の
我
孫
子
市
が
誕
生
し
て
今

年
で
初
年
を
む
か
え
た
二
と
。
こ
の
初
年
間
に
、
首
都
圏
内
に
あ
る
我
孫

子
市
域
は
、
未
曽
有
の
発
展
を
と
げ
、
人
口

5
万
人
た
ら
ず
の
町
か
ら
は

万
人
を
こ
え
る
市
へ
。
そ
の
地
犠
の
初
年
の
あ
ゆ
み
と
、
そ
こ
で
暮
ら
し

て
き
た
一
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
足
ど
り
か
ら
市
民
生
活
を
、
ま
ず
鋸
り
か
え
る
。

そ
の
我
孫
子
市
が
、
元
は
旧
我
孫
子
町
、
湖
北
村
、
布
佐
町
、
富
勢
村
二
部
)

の
地
織
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

多
搬
な
地
峨
性
を
、
手
賀
沼
周
辺
全
体
の
近
代
の
視
野
の
な
か
で
、
つ
ぎ

に
娠
り
か
え
る
。
こ
う
し
て
、
二
度
、
保
り
か
え
っ
た
あ
と
、
市
制
初
周

年
を
記
念
し
た
小
中
学
生
の
図
函
と
作
文
か
ら

n
未
来
の
あ
び
こ
仰
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
い
う
の
が
、
本
特
集
の
趣
向
で
す
。

初
年
前
は
、
主
野
駅
か
ら
我
孫
子
駅
ま
で
約
切
分
.
そ
れ
ガ
舎
は
お
分
た
ら
す
。
郡
山
へ
の
こ
の

何
分
の
短
縮
が
我
孫
子
市
を
変
え
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
す
。
か
つ
て
は
コ
ゲ
茶
か
旗
だ
っ
た
電
車

の
色
は
、
舎
は
シ
ル
バ
ー
や
ク
リ
ー
ン
や
ホ
ワ
イ
ト
巴
蛮
化
・
そ
し
て
申
峠
・
中
里
・
都
邸
や
下
ケ

一
戸
・
熊
崎
や
久
寺
家
恨
戸
や
布
佐
の
な
だ
ら
か
忽
E
や
小
さ
な
谷
は
、
湖
北
台
や
天
王
台
ゃ
っ
く

し
野
や
平
和
台
と
地
名
を
変
え
、
モ
ダ
ン
忽
市
街
地
と
な
り
ま
し
た
。
干
の
な
か
で
市
民
の
惣
い
の

湯
で
あ
っ
た
手
貿
沼
は
水
質
の
栄
鍵
過
多
で
、
活
濁
が
す
す
み
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
・
ワ
ン
の
ピ
ン
チ

に
・
我
孫
子
市
の
こ
の
却
年
を
地
切
と
一
家
鎮
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
両
面
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
・

現
代
我
日
開
子
市
町
挺
生
か
ら
初

年
内
歩
み
に
は
、
近
代
1
2
0
年

同
地
滅
的
歴
史
を
動
か
し
て
き
た

原
則
が
生
き
て
い
ま
す
.
そ
れ
は
、

こ
ニ
の
地
械
の
変
動
は
、
鉄
道
交

し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、
過

去
の
歴
史
に
頼
め
な
い
現
代
の
大

き
な
地
域
変
容
は
、
千
代
田
線
内

開
通
(
昭
和
柑
年
、
以
下
年
表
参

照
て
そ
し
て
天
王
台
釈
の
開
設
、

成
回
線
電
化
、
常加
盟
線
複
々
線
化

的
影
間
曹
が
決
定
的
に
大
き
い
の
で

す
。
そ
れ
は
や
は
り
東
京
と
の
関

係
の
深
さ
に
よ
り
ま
す
。

周
知
的
と
お
り
我
孫
子
市
は
首

¥
a

都
圏
内
に
あ
り
ま
す
.
世
界
中
を

レ
ー
ル
と
地
域
の
発
展

過
の
動
向
に
多
く
を
左
右
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
明
治
加

年
代
的
常
態
線
・
同
初
年
代
的
成

田
抽
悼
の
開
通
は
、
地
械
情
造
平
生

活
様
式
に
大
き
な
彬
容
を
も
た
ら

ベ

み
て
も
一
極
集
中
型
都
市
内
典
型

で
あ
る
首
都
東
京
は
、
こ
の
問
、

全
国
か
ら
膨
大
な
人
勾
を
吸
収
し
、

そ
し
て
首
都
周
辺
に
人
々
を
拡
散

し
な
が
ら
、
府
典
的
な
膨
張
を
つ

づ
け
て
き
ま

L
た
.
我
孫
子
市
町

ニ
の
初
年
間
は
、
東
京
を
中
心
と

す
る
こ
の
巨
大
な
人
口
移
動
の
渦

町
中
に
あ
っ
た
の
で
す
.
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
こ
の
問
、
我
弘
子

市
町
人
口
は
5
万
人
か
ら
ロ
万
人

へ
と
、
2
・
4
倍
と
い
う
飛

m的

衝
は
成
熟
の
季
節
ヘ

都
市
化
の
進
行
に
よ
る
地
滅
的

変
容
は
、
昭
和
刊
年
代
か
ら
大
規

淡
な
宅
地
造
成
が
軒
了
す
る
弱
年

な
場
加
を
み
せ
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
は
‘
以
前
に
も
ま
し

て
地
成
に
東
京
+
芯
向
が
地
し
て
い

る
こ
と
も
意
味
し
ま
す
が
、
あ
る

自
立
し
た
地
域
社
会
へ
の
形
成
に

は
、
地
域
現
実
へ
の
丹
念
な
眼
〈

ぱ
り
と
、
開
か
れ
た
羽
野
町
両
方

が
、
市
民
生
活
の
な
か
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う。

中
央
か
ら
西
ヘ
東
へ

昭和45年@と平成 2年の湖北地区{写真拠品・京葉副畠柑}

人
口
が
毎
年
印
刷
わ
も
増
之
た
地

域
は
ど
の
喜
フ
に
変
答
を
と
げ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
.

ま
ず
、
四
季
折
々
の
季
節
的
色

を
み
せ
て
い
た
な
だ
ら
か
な
丘
や

小
さ
な
谷
山
町
、
色
鮮
や
か
な
屋
根

を
も
っ
住
宅
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
的

?ン
-
Y
ヨ
ン
が
建
ち
な
ら
よ
市
街

.
地
に
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
@

そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の

は
、
日
本
住
宅
公
団
湖
北
台
団
地

的
完
成
で
す
(
昭
和
何
年
入
居
)
。

一
挙
に
6
0
0
0
人
が
住
民
と
な

り
ま
し
た
.
次
に
天
王
台
駅
周
辺

町
市
街
地
化
、
つ
づ
い
て
根
戸
・

久
寺
家
を
開
発
し
た
つ
く
し
野
の

造
成
、
そ
し
て
布
佐
'
平
和
台
町

宅
地
開
発
が
主
な
も
の
と
し
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
開
発
は
、

東
西
に
長
い
市
滅
的
中
央
か
ら
酋

へ
そ
し
て
東
へ
と
進
ん
だ
の
で
す
。

こ
う
し
た
都
市
化
へ
の
地
戚
の
盗

容
は
、
す
で
に
昭
和
刊
年
代
当
初

か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
山
私
立
大

学
・
高
校
同
開
校
な
ど
に
み
ら
れ
、

や
が
て
町
役
崎
新
庁
舎
完
成
を
は

じ
め
、
小
中
学
校
、
保
育
図
、
福

祉
施
設
、
消
防
署
、
支
所
、
警
引
用

署
、
電
路
局
、

郵
便
局
な
ど
公
共

施
般
が
目
白
押
し
に
新
榊
殺
さ
れ

て
き
ま
し
P、

一
方
、
戦
後
以
来
、
す
す
め
ら

れ
て
き
た
手
賀
沼
土
地
改
良
が
事

業
を
完
了
し
た
の
は
、
こ
の
都
市

化
が
す
す
む
動
き
の
な
か
町
、
」
と

で
、
現
代
地
域
農
業
が
多
〈
の
問

題
を
他
、
え
て
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
、
す
で
に
こ
の
時
に
‘
暗

示
し
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま

す。

ご
ろ
ま
で
と
‘
そ
れ
以
降
と
に
、

ひ
と
去
ず
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。
昭
和
的
年
か
ら
お
年

島の憎物館2陪の企画展示コーナー
r巨鳥の歩んだ道」

ま
で
に
人
口
は
約
3
倍
、
年
ご
と

に
ゆ
M
h

の
刷
加
を
み
ま
し
た
が
、

日
年
以
降
の
同
年
は
2
万
人
的
地

で
、
年
間
平
均

z
rの
漸
地
傾
向

と
な
守
、
地
域
内
な
か
に
以
前
と

比
べ
て
、
一
応
の
落
ち
着
き
が
み

ら
れ
る
主
フ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
、
公
共
機
関
内

新
設
で
は
、
市
民
会
館
(
昭
和
臼

年
)
、
市
民
図
魯
館
(
同
年
)
、
市
民

体
育
館
(
同
日
年
)
、
由
同
町
博
物
館

(
平
成
2
年
)
な
ど
地
成
文
化
地
般

の
建
設
が
目
立
っ
て
き
ま
し
子
、

一
方
、
手
賀
沼
町
水
質
汚
濁
は

沼
周
辺
町
都
市
化
的
進
展
に
と
も

な
っ
て
進
行
し
、
漁
業
・
農
業
問

題
を
含
め
た
周
辺
町
地
械
課
題
と

市
制
叩
年
の
主
な
で
き
ご
と

B 
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月

項

し
て
顕
著
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
長
年
に
わ
た
り
勝
案
だ

っ
た
我
孫
子
駅
周
辺
は
都
市
改
造

で
大
き
〈
袋
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
術
づ
〈
り
は
、
都
市

化
的
成
熟
度
が
間
わ
れ
る
現
在
に

な
さ
れ
て
お
り
、
基
礎
的
な
都
市

化
へ
の
基
鍵
鐙
備
に
加
え
て
、
地

成
社
会
全
体
的
自
然
環
岐
を
含
め

た
広
い
意
味
で
の
文
化
性
が
、
そ

の
な
か
に
‘
あ
る
い
は
そ
の
周
辺

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
鐙
ま
れ
る

で
し
ょ
う
。
そ
町
た
め
に
は
、
地

陥
棋
の
シ
ン
ボ
ル
手
賀
沼
を
‘
生
活

を
写
す
鋭
と
し
て
大
切
に
し
、
沼

と
共
生
す
る
内
発
的
な
術
づ
く
り

が
何
よ
り
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

回
而
制
的
叫
年
旬
月
一

・
第
柏
町
四
国
勢
調
査
実
飽
(
人
口
3
万
3
2
1
6
人
、
7
7
0
4
1也
帯
)

制
年
4
月
一
・
中
央
学
院
大
学
肉
侠

9
月
-
・
中
央
公
民
館
開
館

同吋年
1
同
一

・
我
孫
予
毎
穏
電
話
局
開
局

4
同

一
・
二
階
堂
高
償
問
筏

川町年

6
向

て
・
消
防
署
布
佐
出
議
所
関
段

9
月一

・
我
孫
子
町
役
煽
新
庁
量
産

て
-
手
貿
沼
平
栢
主
地
虫
良
事
業
完
了

例
年
旬
月
一

・
湖
北
台
西
小
学
筏
・
湖
北
台
虫
予
筏
閣
僚

何
年
4
月

一
・
授
孫
手
高
附
問
中
央
学
院
高
問
世
間
授

一
・
日
本
住
宅
公
団
湖
北
台
団
旭
入
居
開
始

5
同
一

・
消
防
署
湖
北
出
護
所
開
設

7
月一

・
市
制
随
行
(
全
国

5
6
5番
目
、
県
下
辺
番
目
)

η
同一

・
人
口

5
万
人
と
怠
る

何
年

4
月一

・
干
代
田
織
開
通
、
天
王
台
駅
閑
段

6
月
一
・
寿
保
湾
留
湖
北
台
保
育
園
開
閉

叩
同

一
・
栄
傷
架
け
笛
え
完
成

H
W
年
7
月一

・
市
民
ブ
ー
ル
開
設

初
年
3
月一

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
燥
業
開
始

ω月一
・
成
回
線
電
化
(
戎
孫
子

i
成
田
問
)

ぬ
年
H
H
同一

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
「
つ
つ
じ
荘
L
開
設

刊は月一

・
東
あ
び
こ
保
育
園
開
園

切
年
5
月一

・
高
野
山
小
学
問
世
間
際

旬
月
一

・
俣
-P保
育
園
開
園

日
年
4
月

一
・
恨
戸
小
学
限
久
寺
象
虫
冨
理
、
品
山
本
保
商
圏
開
園

5
月
一
・
商
工
会
館
新
築
活
成

回
年
4
月
一
・
湖
北
台
頭
小
学
枯
世
間
筏

日
年
4
同
一
・
市

g
mっ
く
レ
野
支
扇
問
所
、
っ
く
し
野
保
育
国
側
圏
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我
間
関
与
市
の
誕
生
後
間
も
怠
い
、
昭
和
nw年
刊
は
用
巳
保
々
さ

ん
の
家
族
は
、
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
の
海
辺
の
近
く
か
ら
現
在

の
久
寺
家
2
了
目
へ
転
入
し
て
き
ま
し
た
・
家
族
欄
成
は
、
ご

主
人
ゆ
和
町
(
特
捜
)
さ
ん
、
裏
献
子
(
切
望
ん
、
大
学
生
の

長
女
羊
子

(mm)さ
ん
、
高
山
世
生
の
次
女
直
子
(
げ
餓
)
さ
ん
、

そ
し
て
和
田
品
さ
ん
の
宙
親
よ
し
の
(
河
餓
)
さ
ん
の

5
人
。
我
孫

子
で
の
生
活
ガ
何
年
目
巳
入
つ
だ
保
々
さ
ん
の
お
宅
を
訪
れ
、

こ
れ
ま
で
の
生
活
の
織
ヰ
を
伺
い
ま
し
だ
。

り
道
の
久
寺
家
通
り
を
歩
い
て
駅

ま
で
通
う
遠
回
り
の
述
。
今
で
は

ほ
装
さ
れ
た
道
を
歩
い
て
加
分
ほ

ど
で
駅
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
ト
ョ
路
線
パ
ス
も
通
る
よ
う

和
宏
さ
ん
は
、
東
京
へ
通
勤
す
に
な
っ
て
、
朝
は
通
勤
・
通
学
的

一
る
銀
行
局
転
入
当
初
は
、
現
在

人
で
満
員
。
唯
車
も
以
前
向
ょ
、フ

一
め
よ
う
に
道
路
盤
抽
刑
さ
れ
て
い
な

に

座

っ
て
行
け
な
い
状
態
で
す
.

一
い
二
と
も
あ
っ
て
、
我
孫
子
駅
ま
「
は
じ
め
の
こ
ろ
は
、
会
社
か

一
で
捗
い
て
お
分
ほ
ど
も
か
か

っ

た

ら

帰
っ
て
来
て
我
孫
子
駅
を
降
り

一
と
い

い

ま

す

。

る

と

、

北

口
へ
向
か
う
人
が
い
な

A
j
当
時
は
久
寺
家
1
・
2
丁
目
か
い
ん
で
す
・

街

灯

も

?

霊

4
一
ら
つ
〈
し
野

へ
抜
け
る
道
も
な
く
、

み
も
少
な
い
の
で
、
寂
し
か
っ
た

二
階
甥
高
校
内
脇
を
通
り
、
じ
ゃ
気
が
し
ま
す
」
と
和
宏
さ
ん
。

一
4

我
孫
子
駅
ま
で

歩
い
て
お
分
、

舎

で

は

却

分

、=(C).' (3) 1990. 7. 1 

入

居

当

初

の

2
か
月
は
電
話

の
な
い
暮
ら
し

「
家
が
少
な
か
っ
た
当
初
は
.

柏
町
布
施
方
面
や
二
階
堂
高
校
が

よ
く
見
え
る
ほ
ど
で
し
た
。
回
り

に
は
何
も
な
か

っ
た
ん
で
す
」
.

抵
隠
線
が
引
か
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
入
居
し
て
2
か
月
以
上

電
飴
の
な
い
生
活
が
続
い
た
と
い

い
ま
す
.
近
く
に
公
衆
電
絡
も
設

観
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
し
た
。

買
い
物
を
す
る
に
も
近
く
に
商

庖
街
が
な
〈
、
休
日
に
車
で
取
手

ま
で
出
か
け
‘
ま
と
め
買
い
。

「
自
転
車
で
久
寺
家
一
通
り
の
商

庖
街
や
我
孫
子
駅
前
に
も
貿
い
物

は
行
っ
て
ま
し
た
.
今
は
す
ぐ
そ

ば
に
碕
庖
街
も
あ
り
ま
す
し
、
病

院
も
あ
る
の
で
便
利
に
な
り
ま
し

た
ね
」
と
敬
子
さ
ん
。

子
供
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、
近
く

に
病
院
が
な
く
、
我
孫
子
駅
南
側

の
病
院
に
巡
れ
て
行
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
.
タ
ク
シ
ー
も
道
が

近
所
内
人
が
少
な
く
同
年
代
だ

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
何
を
す
る

に
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
。
特

に
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
カ
l
ル
ス
カ

ウ
ト
を
し
て
い
た
敬
子
き
ん
を
中

心
に
県
カ
l
ル
ス
カ
ウ
ト
第
日
団

が
結
成
さ
れ
.
活
動
が
始
ま
る
と

市
制
培
行
以
来
、
市
町
人
口
は
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。

危
機
に
地
加
。
児
童
、
生
徒
同
数
「
直
子
が
3
歳
の
時
、
市
の
教

も
年
を
追
う
ご
と
に
抽
唱
え
て
い
き
育
委
員
会
の
勧
め
で
ガ
l
ル
ス
カ

ま
し
た
a

ウ
ト
活
動
を
始
め
た
ん
で
す
・
地

現
十
位
‘
関
西
の
大
学
で
学
ぶ
羊
元
町
農
家
的
方
の
協
力
で
、
休
刊
駒

子
さ
ん
は
、
昭
和
切
年
に
我
孫
子
の
畑
を
無
償
で
貸
し
て
い
た
だ
い

第
一
小
学
校
久
寺
家
分
校
に
入
学
。
た
り
、
新
鮮
な
到
来
や
お
い
し
い

翌
年
、
網
戸
小
学
校
開
校
と
同
時
お
米
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

に
他
町
久
寺
家
分
校
内
子
供
た
ち
す
」
と
敬
子
さ
ん
。

と
一
緒
に
新
し
い
学
校
に
通
う
こ

娘
の
羊
子
さ
ん
と
直
子
さ
ん
も

と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
時
間
を
み
つ
け
て
は
.
今
で
も
庁

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
参
加
。

自
然
と

挟
い
め
と
悪
路
の
た
め
か
、
久
寺

家
方
面
へ
行
く
の
を
敬
遠
し
た
よ

う
で
す
。

田
和
田
年
、
羊
予
さ
ん

は
久
寺
家
分
様

位

入

学

保々さん続干(右泊、ら敬子さん、和宏事ん、直子さん)@と

昭和何年12月入居当初の寂

って とんた家初
. は 利 な と ま の の 民

母忘根 つ直 ま 回入間
親れ川て子 のり 居老
のら の いき杢に者遺
敬れ土まん地はだき
子な手しのが、つれ
きいもた裕多また
ん遊好くだ保 n
やび 人 の 、 i塩 々 宛
友場に 遊羊成き住
述内と ぴ子さん毛
と 一 つ 場されの当

遊

び

掴

は

利
恨
川
の
土
手

と
近
所
の
空
地

一
緒
に
、
草
花
を
摘
ん
だ

り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し

て
楽
し
く
過
し
た
と
こ
ろ
。

「
生
活
に
不
便
な
こ
と
も
あ
る
け

れ
ど
、
自
然
が
笠
宮
で
空
気
が
き

れ
い
」
と
敬
子
き
ん
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

ガ
地
元
と
近
所

と

の

嬢

点

巴

ふ
れ
合
い
な
が
ら
‘
の
び
の
ひ
と

育
つ
子
供
た
ち
。
教
え
て
い
る
は

ず
の
大
人
の
方
が
教
わ
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
う

し
て
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
活
動
が
按

占
・
と
な
っ
て
、
地
元
町
人
や
近
所

内
人
と
の
交
流
も
深
め
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
.

我
孫
子
べ

l
ス
で

文
化
的
怠
町
巴

発

展

を

「
動
的
始
め
て
お
年
。
仕
事
と

家
と
の
往
復
が
多
く
.
自
分
の
ま

ち
を
見
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り

な
か

っ
た
ん
で
す
が
、
最
近
で
は

H

ふ
る
さ
と
u

と
し
て
、
こ
の
ま

ち
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
」
と
和
宏
さ
ん
。

初
年
近
く
我
孫
子
に
住
ん
で
い

る
保
々
さ
ん
。
こ
の
間
.
乎
抑
H
泊

を
見
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
く
、
舷

近
手
口
氾
で
ヨ
y
ト
を
見
か
け
て

び
っ
く
り
。
背
ヨ
y
ト
内

経
験
が
あ
る
そ
、
ヲ
で
す
。

『
東
京
町
ベ
ソ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
急
激
に
人
口
が

地
加
し
、
ま
ち
の
隙
子
も

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
.
広
い
意
味
で

文
化
的
な
暮
ら
し
を
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し

て

d
刊
郁
子
べ
l
ス
M

で

発
展
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

〈
れ
ま
し
た
.

7
月

8
月

例
年
2
均

3
同

4
月

ぬ
年
4
月

警警
高占高品

客
員高フ角

竹
月

切
年
4
同

関
年
2
角

4
角

竹
月

例
年
7
月

相出向

位
年
3
月

4
月

7
向

的
年
4
月

5
問

中
出
則
元
年

4
月

6山
門

8
月

フ
年
民
尚

-
消
防
習
っ
く
し
野
出
張
所
開
殴

-
湖
北
地
区
公
民
館
関
'
錦
、
怒
動

g
S館
開
設

・
我
孫
子
餐脂血
学
使
関
俊

-
布
佐
宵
山
線

・
的
偏
我
孫
子
線
開
通

・
白
山
申
学
侠
湖
北
高
使
関
授

-
新
木
mmこ
線
開
問
完
成

-
溜
花
品
口
市
民
セ
ン
タ
ー
閑
股

・
消
防
庁
曾
完
成

-
市
民
会
館
市
民
図

日目角
-
新
木
小
学
伎
開
校

・
人
口
叩
万
人
と
怠
る

-
身
俸
障
害
者
福
池
セ
ン
タ
ー
開
段

・
水
運
用
管
理
セ
ン
タ
ー
運
磁
開
始

・
市
民
憲
章

市
民
の
用
組
制
定

-
並
木
小
学
授
開
mm

-
五
本
日
間
公
園

手
賀
沼
逝
答
渇
完
成

-
簡
易
マ
ザ
l
ズ
ホ
l
L「
ひ
ま
わ
り
圏
」
陽
銀
問
題

・
糟
抑
薄
弱
者
更
生
節
語
「
み
ど
り
図
」
悶
悶

-
手
国
沼
水
面
湾
問
的
「
ゐ
一
写
守
ま
し
き
」
遊
水

・
市
民
図
雪
飽
湖
北
白
分
館
開
館

-
常
盤
線
〈
我
孫
子

1
取
手
間
)
復
々
線
開
通

・
布
佐
南
小
学
使
関
一
校

-
保
健
セ
ン
タ
ー
開
殴

・
我
孫
予
嘗
察
署
関
署
ハ
県
下
お
醤
巴
)

・
布
佐
高
絞
開
授

-
山
僧
鳥
類
研
究
所
、
裁
孫
子
に
怒
車

・
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
開
館

-
市
民
体
育
館
随
館

・
消
防
署
市
佐
分
署
間
宮

-
天
王
台
花
近
隣
セ
ン
タ
ー
開
館

・
市
民
図

S
舘
布
佐
分
館
開
館

-
川
村
学
園
女
子
犬
学
関
山
間

-
絹
仰
活
弱
省
通
所
一史
笠
施
般
J
の
う
き

E
L開
園

・
我
孫
子
町
駅
北
口
駐
縞
混
開
設

-
盆
谷
崎
管
通
水
開
始

-
人
口

η万
人
と
怠
る

・
烏
の
悟
物
館
開
館

hv
根
戸
小
学
枚

企手賀沼遊歩道

4
市
民
体
育
館

299 
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ヒ
グ
ラ
フ
し
の
創
刊
哲
・
凶
際
ペ

ン
ク
ラ
ブ
H
本
代
表
な
ど
、
ジ
ベ

1
ナ
リ
正
ム
で
の
川
仰
は
い
つ
ま

で
も
む
〈
‘
地
一応
何
人
た
ち
と
の
日
比

流
的
場
l
1
1
「
湖
町
吟
社
」
は
俳

句
が
表
立
っ
た
組
在
で
し
た
が
、

そ
・
『
に
県
ヲ
地
域
住
民
的
燃
焼
し

悩
広
〈
.
郵
凶
周
目
、
駅
貝
自

転
卓
鴎
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

従
人
辺
の
「湖
畔
吟
」
は
技
研

f
の

風
土
・
人
に
対
す
る
愛
町
制
批
で

す
.ま

た
.
怨
人
廷
は
週
休
二
日
制

論
者
で
‘
昭
相
2
年
に
は
す
で
に

白
句
実
行
し
て
い
ま
し
た
・

〈，
で

-
玉
、
快
速
電
車
で
上
野
ま
で
お
分

余
で
す
が
、
当
時
は
1
時
間
以
上

か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
有
山
市町

に
あ

勺
た
例
日
新
聞
東

-m本
社
ま

で
.
ド
ア
ソ
ウ
ド
ア
で
約
三
川
川

か
け
て
胤
則
し
て
い

ま
し
心
.
さ

し
ず
的
結
人
一叫
は

休

H
に
は
地

減
交
流
に
品開
心
主
通
勤
出
川
住
民
第

一
円
サ
と
い
え
る
か
む
し
れ
ま
せ
ん
。

自
宅
の
庭
で
〈

つ
ろ
ぐ
杉
村

楚
人
冠
{
昭
和
初
期
)

カ( :;tすか年j)rJ解朝J (~J著ゑ，'ç.;.{:ì ~'~~.::r~ ‘蕊>J
軒に ・ りか~，肱目 。(}j訟に 事事~，!，，:':I・\/::~ ~ '" " T.r.i!・..'......-...'.::丸心
1泌斗 入余 !版慢 句 {住主 さ 新 口~~:芦芳r.:{~ い?!;~t;~，士ぷi?-:汗可令弘!反託4ιぶ::.. 一、 ヴ六F人':I~乞sl "， )汽3て元iえ如1ず'j:t，人、，~t 
町つ桟を家ま 才れL ~開円 .一

』地也た我 7滞畠 b股吏い .的 i似位ち冠 んる 1化ι勺 ，リ) 子臼 十械畠 ち す住
との f孫4 ちもてで息巳 E肋'iJ {，プカがJ〆rはしてで，と に たを t住主々 L は J 。

で 子 つ l呼し枕初、ワ 『 かし 二 ほの持 I止のて 日

りしのけびたきか当て白 L たろとてーとと生い白伊
まよ l凪て得がのら仰い l栴・・がん ヲ泊I 活る分子 ヮ

寸- ?-ニt しせ った 1:1ま派作 あど地とい而よたら 亡
・ ま・大むま きb し 」 村 り 寄元してでうち作 な

アニ 人いすiE リ に 忙 たと 7芭 ま与のむ関投に(， :ふ り
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鉄
道
開
通
で
発
展

楚
人
冠
は
通
勤
新
住

民
第
一
号
?
旧
我
様
子
町

明
治
辺
年
、
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
我
孫
子
町
、
湖
北
村
、
布
佐
町
、

富
副
首
村
ガ
誕
生
し
ま
し
だ
。
こ
の
町
や
村
は
、
現
在
の
我
孫
子
市
の
前

島
C
あ
た
り
ま
す
。
昭
和
刊
日
年
刊
日
月
n
l
臼
巳
は
、
富
勢
村
の
一
部
が
我

孫
予
町
と
合
併
。
翌
初
年
4
月
明
日
日
に
は
、
町
村
合
併
促
進
法
巳
基
づ

き
我
孫
子
町
、
湖
北
村
、
布
佐
町
ガ
合
併
し
人
口
約
2
万
5
0
0
0人

の
我
孫
子
町
と
怠
り
、
我
孫
子
市
へ
の
基
礎
ガ
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
合
併
ま
で
の

2
町
2
村
の
憎
冊
子
や
合
併
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

我
孫
子
町
か
ら
我
孫
子
市
に
怠
る
ま
で
の
道
の
り
な
ど
を
簸
り
返
っ
て

み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
っ
た
町
や
村
。
そ
し
て
市
誕
生
ま

で
の
道
の
り
。
そ
れ
は
、
舎
の
我
孫
ヱ
J

市
の
活
力
の
源
と
い
え
る
の
で

は
怠
い
で
し
ょ
う
か
。
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は
る
か
に
発
展
し
.
術
品
流
通
あ

る
い
は
地
場
庫
業
町
中
心
で
あ
勺

た
竜
ヶ
崎
.
流
山
、野
田
が
他
所
に

繁
栄
を
う
ば
わ
れ
る
と
か
の
型
自

で、

叫
帆
股
肘
闘
に
強
〈
反
対
し
た

た
め
、
そ
の
後
の
足
ど
リ
が
ど
つ

で
あ
っ
た
か
を
み
れ
ば
‘

明
ら
か

て
す
。

駅
附
に
‘
明
治
初
年
山

一
林
組

生
糸
工
場
(
守
的
イ
ト
l
ヨ
l
カ

明

矧

な

T
釘
泌
の
悶
悶
風
対
が
眼

主
的
所
在
地
)
が
川
開
業
を
開
始

、

円

前

に
広
が
る
我
孫
子
は
、

明
治

同
社
は
ほ
か
の
工
場
も
合
わ
せ
て
、
末
年
よ
り
別
住
地
と
し
て
ニ
こ
に

明
治
何
年
に
は
全
国
第
4
院
内
生
仮
寓
す
る
人
々
が
あ
ら
わ
れ
ま
し

鹿
市
と
な
っ
て
い
ま
す
.
さ

ら

に

た

。
嘉
納
治
五
郎
を
皮
切
り
に、

の
ち
の
目
立
初出
問
的
進
出
も
鉄

道

そ

の

判明
の
仰
宗
悦
、
さ
ら
に
志
釘

が

あ

っ

た

か

ら

で

す

.

白

線

、

武

者

小
路
掛
川
鳴
ら
、
い
わ

上
野
か
ら
列
車
で

一
時
間
余
で
、
ゆ
る
「
白
州
派
」
的
作
家
た
ち
が
定

江
戸
時
代
‘
水
戸
街
道

町
一
宿
駅
に
過
き
な
か
っ

た
旧
我
孫
子
町
が
、
そ
の

後
発
展
で
き
た
の
は
、
旧

聞
欽
の
前
身

1
1
日
本
鉄

道
会
社
土
浦
線
が
明
治
鈎

年
に
開
通
す
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
す
a

5
年
後

に
我
郁
子
成
田
川
町
成

忌

、一

一
回
線
も
開
泊
、
そ
の
盟
年

口
ぶ

に
は
我
一
郁
子
経
由
上
肝

。
‘

成
田
聞
の
直
通
列
車
も
述

ミ
行
を
開
始
し
ま
し
た
・

鉄
道
開
通
の
社
会
的

経
済
的
彬
智
力
が
い
か
に

大
き
い
か
。
当
時
在
郷
町

と
し
て
、
我
Hm
平
町
よ
リ

場
一
世
紀
前
の
町
村
誕
生
か
ら

= 、=

我
孫
子
市
滅
的
行
政
区
画
の
を

越
は
、
近
世
町
小
村
単
位
を
脱
し

た
、
明
治
的
μ
年
内
町
村
制
施
行
に

と
も
な
う
我
郁
子
町
、
湖
北
村
、
は
約
Z
0
0
0
、
人
口
は
約
l
万

布
佐
町
及
び
首
位
町
村
的
成
立
に
始
で

L
r、
こ
れ
は
明
治
・
大
正
則

ま
り
、
昭
和
初
年
内
町
村
合
併
に
を
過
し
て
.
あ
ま
り
変
化
が
な
〈
、

よ
る
我
孫
子
町
的
成
立
を
品
川
て
、
山
判
明
訓
子
町
山
地
山
町
、
布
佐
町
や
湖
北

岡
崎
年
同
市
制
施
行
に
歪
り
ま
す
.

・
留
め
村
械
に
比
べ
る
と
地
加

が

我

孫

子

が

北
町
鎌
倉
と

変
進
的
同
町
に
、
住
民
的
泣
か
れ

大
き
い
傾
向
が
認
め
ら
札
る
包
皮
相
さ
れ
、
志
賀
直
哉
、
武

た
立
場
は
、
そ
れ
ま
て
の
生
活
と
で
す
。
し
か
し
、
附
和
初
年
内
町
者
小
山川
町
的
な
ど
白
悌
派

の
つ
な
が
リ
を
考
え
る
と
、
俊
雄
制
、
同
必
年
の
市
制
地
行
後
円
ゅ
の
文
人
や
議
術
単
が
来
肋

で
し
た
a

明
治
的
“
年
に
は
.
間
発
月
1
日
何
回
H
W
別
査
で
は
.
そ
れ
在
住
し
た
の
は
、
大
正
4

戸
、
都
部
、
久
守
家
は
、
戸
長
役

ぞ
れ
約
5
0
0
0
戸
、
2
万
5
0

年
か
ら
叩
年
頃
に
か
け
て

嶋
や
学
区
を
典
に
す
る
村
と
共
同

0
0
人
及
び
約
l
万
3
0
0
0
戸
.
内
ニ
と
で
す
.
当
市
山
身

す
る
こ
と
を
受
容
し
、
昭
相
初
年

4
万
9
0
0
0
人
と
な
リ
ま
す
.

に
は
，
ぬ柏町
村
柑刷
会
は
柏
町
合
千
抑
制
県
は
現
在
最

L
人
口
地
加

俳
派
と
.
我
孫
子
町
合
併
派
に
分
昨
の
向
い
県
で
す
が
.
当
市
は
そ

か
れ
て
激
論
を
交
わ
し
、
つ
い
に

の
中
で
も
、
高
い
方
に
あ
リ
、
柏

仰
の
間
停
案
を
法
制
巾
に
す
る
分
村
市
な
ど
と
叫
に
.
可
制
凶
に
あ
勺

合
川町
を
選
択
し
ま
し
た
.
て
犯
に
郁
市
化
同
地
む
所
と
し
て

明
治
幻
年
当
市
山
胤
何
世
情

数

位

也

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
.

大
正
時
代
の
我
孫
子
駅

tis' 

中
里
新
田
の
田
植
風
景

(
昭
和
初
期
)

4胃i

湖
畔
は
高
級
別
荘
地

IIliM北村

律義な村民性村を

こぞ、って東京行商へ

気
象
学
者
間
回
武
伶
.
そ

れ
に
学
側
椛
想
を
他
い
て

土
地
を
求
め
て
い
た
柔
道

家
骨
折
納
治
五
郎
ち
の
活

m

b
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
.
農
業
中
心
的
当
地
成
に
お

い
て
、
中
等
教
育
が
、
実
業
側
修

学
校
同
形
を
と
っ
て
尖
現
し
た
の

は
.
大
正
8
年
の
こ
と
で
す
が

相
に
束
時
中
学
伎
が
開
校
し
た
の

は
、
向
日
年
で
す
・

町
村
総
や
郁

院
が
峨
ん
に
印
刷
ま
れ
た
の
も
.
こ

の
頃
で
す
。
ま
た
、
干
川
県
の
お
ば

さ
ん
町
名
で
縦
し
ま
れ
る
、
野
菜

合
併
時
的
総
地
Mm
は
.
9
0
6
・

9
年
以
降
お
よ
そ
5
0
0
人
.

y
T

3
町
と
幽
か
に
嶋
、
え
て
団
地
初
、
の
う
ち
4
人
に
l
人
は
械
化
し
ま

畑
地
幻
と
な
り
‘
人
口
地
に
よ
る

し

た
伺

宅
地
内
助
川
町
た
め
か
畑
地
的
凶
峨
争
に
よ
勺
て
.
付
人
的

一
人

少
が
特
に
目
立

ち

ま

す

・

ひ

と

り

は

、
隙
々

4
.
ま
た
悲
惨

次
に
.
A
u
川
時
ま
で
の
人
口
の
む
経
験
を
し
ま
し
た
が
戦
後
町

推
移
を
み
る
と
、
大
正
9
年
2
9

新
旧
住
民
的
悦
じ
り
合
勺
た
村
的

I
1
人
‘
昭
和
5
年
3
0
6
8
人
.

作時
間
気
は
か
抗
り
良
カ

っ
た
よ
ソ

凶
年
3
3
8
9
入
‘
同
年
3
5
6

で
す
.
合
併
時
的
我
孫

f
町
仰
に

9
入
、
辺
年
5
0
3
3
入
、
お
年

a

・町
村
人H
併
に
際
し
滞
納
金
を
引

5
1
?
0
人
、
初
年
5
4
2
2
人
岳
山
間
宮
、す
る
こ
と
は
、
町
民
と
し

で
す
ω

明
治
初
年
か
ら
昭
和
5
年

て
限
的
て
不
名時け
で
あ
る
ば
か
リ

一

乃
カ

3
F明
P
2
3
》

K
ヲ
目

n
@
ρ「h
1
4

〉

z
s
e
L
・
‘

一

員、

-

は
‘
当
地
内
文
化
や
生
活
に
大
き

な
足
跡
を
践
し
.
昭
和
5
年
枝
川
開

平
ゴ
ル
フ
助
的
制
訟
に
も
力
を
か

し
て
い
ま
す
・
同
じ
年
・
軍
事
上

向
必
攻
性
か
ら
‘

取
手
と
の
問
に

大
利
恨
僚
が
、
ま
た
布
川
と
の
聞

に
山
市
怖
が
い
山
掛
け
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、昭
和
的
初
期
は
同
州
首
中
出
血
.

H
唯
事
変
、
第
二
次
世
界
大
戦
へ

水
運
か
ら
陸
連
へ

第784号

柳
田
附
仰
が
故
郷
を
縦
れ
‘
布

川
の
地
に
来
た
の
は
、
明
治
初
年

内
ニ
と
で
す
。
利
恨
川
は
品
川
辺
町

盛
ん
な
と
き
で
、

通
運
丸
が
烈
い

空
也
き
な
が
ら
定
勺
て
い
た
時

代
で
し
た
・
利
胤
町
辺
川
が
川
開
削

さ
れ
た
の
む
‘
ニ
の
酬
で
し
た
。

し
か
し
、

明
治
mu
年
に
は
日
本

明
治
辺
年
市
町
村
制
地
行
に

よ
り
‘
中
相
時
七
L
7

村
の
ヲ
ち

訓
ヶ
付
が
合
川
し
て
湖
北
村
が

誕
生
し
ま
し
に
。
司
四
半
ニ
ー



第784号一一、=。-
布
佳
の
出
並
み
(
大
正
時
代
)

。号

A

叩
佐
利
制
川
町
捉
防
は
一冗
は
も
紀
後
半
か
ら
問
世
紀
に
か
け
て
大

っ
と
低
く
・
堤
防
町
内
側
に
も
家
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
後
に
安
定
か

が
ス
ラ
リ
と
軒
を
並
べ

て
い
ま
し

ら
行
徳
へ
の
道
も
盛
ん
に
な
り
荷

た
@
そ
の
河
川
即
に
銚
子
浴
や
水
戸
町
教
が
減
少
し
、
明
治
後
半
の
鉄

町
浜
辺
か
ら
、
ま
た
硲
ケ
浦
か
ら
泊
の
開
通
に
よ
っ
て
鮮
品
川
を
送
り

随
や
怖
.
相
等
に
鮎
め
た
新
鮮
な
出
す
河
内
坪
と
し
て
の
機
能
を
終
止

仙
…
を
尚
椛
し
た
船
が
早
朝
に
端
き
、
ま
し
た
.

人
々
は
こ
れ
を
忙
し
く
時
的
背
に

布

佐

村

は

手
口
沼
が
利
回仙川
と

悩
ん
で
次
か
ら
次
へ
と
他
成
町
方
特
ば
れ
る
位
世
に
あ
り
、
聞
に
新

へ
送
り
出
し
、
な
ま
街
道
と
呼
ん

木
へ
続
く
台
地
を
背
に
し
て
平
地

ど
沼
南
を
過
る
泡
を
怯
戸
へ
向
け
が
少
な
く
、
げ
世
紀
中
頃
は
米
作

て
急
が
せ
た
の
で
し
た
・
松
戸
か

5
0
0
石
で
し
た
。
し
か
し
、
沼
絞

ら
は
再
び
船
で
、
夕
刻
か
ら
夜
ま
り
を
干
何
し
て
牒
地
を
増
や
す
努

で
に
は
以
戸
日
本
怖
に
到
梢
す
る
力
を
営
々
と
続
け
て
き
た
給
剛
宍

急
行
使
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
布
多
〈
の
新
聞
が
開
発
さ
れ
、
村
的

佐
河
岸
は
不
下
と
並
ぶ
冬
季
的
餅
米
生
底
力
は
約
1
0
0
0
石
に
な

似
述
仰
の
駅
前官
な
拠
占

で、

げ

世

り

ま

し
れ
，
、
干
妬
に
は
臼
戸
か
ら
絡

水
で
栄
え
た
河
岸

の
ま
ち
か
ら
教
育
の

ま

ち

へ

川
布
佐
町

(5) 1990. 7 

市
の
シ
ン
ボ
ル
手
賀
沼
。

昔
は
漁
場
と
し
て
人
々
の

生
活
の
場
に
、
今
は
軸
聞
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

リ
住
ん
で
情
熱
を
傾
け
た
海
野
屋

(発
作
)
、
近
江
尽
な
ど
の
人
々
も

お
リ
‘
河
岸
に
も

一
色
氏
の
よ
う

に
他
郷
か
ら
来
て
産
を
成
し
た
人

が
い
ま
し
た
。

明
治
3
年
「
午
年
内
洪
水
」
が
高

さ
十
八
尺
的
見
防
を
峡
ち
川
崎
リ
.

観
音
堂
肋
聞
の
市
街
地
を
政
け

水

栄
橋
附
近
の
利
根
川
に

浮
ぷ
高
瀬
舟
(
明
治
時
代
後
半
) 正

日
同
年
的
関
東
大
従
災
向
後
と
官

わ
れ
ま
す
。

大
正
末
に
我
孫
子
に
修
り
住
ん

だ
ジ
ャ

l
ナ
リ
ス

l
杉
村
楚
人
冠

第
に
住
民
的
正
山
口
巾
な
生
活
は
央
わ

れ
て
行
き
ま
し
た
.
戦
時
中
.
諸

地
訟
の
集
中
し
た
柏
に
は
、
国
制
仰

の
呼
ね
さ
え
生
ま
れ
ま
し
た
。

沼
周
辺
の
都
市
化
と
と
も
に

伐
孫
子
市
町
湖
北
合
同
地
の
開
発

は
、
昭
和
時
年
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
モ
l
タ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン

の
泌
が
間
人
的
レ
ベ
ル
に
ま
で
述

し
た
の
も
‘
初
年
代
的
ニ
と
で
、

道
路
内
覧
側
は
九
記
述
に
進
み
ま
し

た
。
泊
に
手
川
町
大
惜
が
保
け
ら
れ

た
の
も
同
均
年
で
す
。
そ
の
頃
か

ら
‘
近
隣
町
市
町
村
で
は
、
工
業

団
地
内
誘
致
も
始
ま
勺

て
い
ま
す
。

ま
た
、
刊
年
代
に
入
る
と
.
都
市

法
錦
町
充
実
に
カ
を
担
ぐ
自
治
体

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
周
辺
地
滅
的
忽
述
な
開

発
は
近
年
の
干
拓
と
掴
ま
っ
て
.

自
然
の
浄
化
能
力
を
失
わ
せ
、
新

た
に
沼
町
汚
濁
と
い
う
問
題
を
地

減
課
題
と
し
て
残
し
ま
し
た
。

は
手
釘
沼
へ
押
入
る
惨
状
を
呈
し
‘
同
'
恭
兄
弟
内
発
梁
で
、

町
的
有
志

跡
に
は
切
所
沼
が
出
来
ま
し
た
。
町
市
仰
に
よ
り
政
瞥
約
5
0
0
0

明
治
日
年
の
大
洪
水
に
は
決
峨
を
冊
で
開
か
れ
、
後
に
布
佐
小
学
校

免
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
後

堤

防

般

の

付
属
文
紺
と
な
り
ま
し
た
。
伴

内
家
風
は
移
さ
れ
‘
町
側
町
家
的
役
も
含
み
以
下
町
図
曾
館
で
は
三

入
口
も
国
道
側
に
変
え
き
せ
ら
れ
番
目
の
嵐
山
肌
で
し
た
。
閲
覧
者
は

て
今
の
姿
に
近
づ
き
、
切
所
沼
は
余
り
多
〈
は
な
か
ゥ
た
よ
う
で
す

昭
拘
幻
年
内
利
樹
川
改
修
と
共
に
が
、
教
育
に
か
け
る
町
内
情
熱
が

岬
一
的
立
て
ら
れ
て
現
私
的
窺
え
ま
す
。

富
山
叫
県
出
身
の
尾
形

市
街
地
と
な
り
ま
し
た
。
徳
男
が
大
正
6
年
‘
布
佐
小
学
校
，

明
治
幻
年
内
統
計
に
よ
れ

長
に
赴
任
。「
学
校
は
児
宜
的
苦
志

ば
、
布
佐
町
(
明
治
的
“
年
よ
で
削
逃
的
に
学
品
ょ
う
し
む
け
る

リ
町
)
の
人
口
は
3
0
0
0

処
」
と
し
て
、
当
時
広
ま
り
始
時

人
強
、
米
約
2
5
0
0
石
、
た
自
由
教
育
と
は

一
山
酬
を
倒
し
た

内刷
業
人
口
制
合
は
刊
山
口
で
「
自
学
中
心
主
義
的
教
育
』を
湖
北

我
孫
子
町
、
湖
北
村
よ
り
村
山
身
の
若
き
千
浜
宗
一

郎
州
場

専
業
農
家
も
低
市
中
で

L
P』。
と
共
に
教
育
災
践
を
巡
め
ま
し
た
。

明
治
討
年
に
は
成
田
鉄
道
多
く
の
公
開
研
究
会
を
聞
い
た
り

が
開
通
し
、
舟
迎
か
ら
鉄
町
主
附
内
務
・刷
会
を
附
す
な
ど

道
的
時
代
に
入
る
と
船
初
誇
る
べ
き
地
山
崎
教
育
が
な
さ
れ
た

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
的
で
す
。
公
開
研
兜
会
に
は
、
毎

家
的
倒
産

-bmえ
ま
し
た
。

回
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
参
観
者

一
方
、
明
治
叫
年
に

は

が

布

佐
を
訪
ね
て
集
ま
っ
て
米
た

勝
政
院
に
布
佐
文
雌
が
松
の
で
し
た
。

の
人
口
は
2
8
6
8
人
で
し
た
。

2
0
0
0
人
的
削
加
で
す
a

こ

れ

区

民
ニ
ぞ
っ
て
先
制
に
協
力

』

大
正
9
年
発
行
の
「
湖
北
村

ら
の
人
口
附
は
、
正
に
戦
中
戦
後
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
付
人
的
作

品』

に
よ
る
と
、
当
時
的
総
地
的
疎
開
省
や
外
地
か
ら
の
引
川
何
者
・
殺
さ
カ
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ニ
向

山
は

8
7
3
・
8
町
て
、
こ
の
ま
た
峨
地
か
ら
の
畑
山
貝
で
し
た
。

ょ
っ
に
し
て
湖
北
村
の

mAu-
-

う
ち
占
め
る
削
合
は
団
地
お
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
仰
の
山

川

頃

O

O
Mh
完
納
日
比
思
し
て
A
H
併
し
ま

畑
地
日
山
、
宅
地
5
、
山
林
回
、
ま
で
は
、
人
口
も
総
地
附
に
付
す
し
た
・

臥
明
凶
、
池
沼
2
土け叫
べL
で

し

る

凶
川
町
別
人
口
も
さ
ほ
ど
変
化

L

昭
和
刊
年
代
に
人
り
出
度
叫
刊

た
a

昭
和
初
年
伐
採
子
町
へ
町
な
く

mか
志
良
村
で
し
た
が‘

峨

前
成
長
円
中
で
附
市
化
が
凶
首
に

l
la
争
を
除
に
-
変
し
ま
し
た
。

也
り
、
そ
的
ょ
う
右
中
て
叫
年
手

同

人
口
が
却
し
は
じ
め
た

F
Zは

一
応
終
了
.

従

唱
吋

昭
和
初
刷
頃
は
不
読
め
ど
米
の
叩
川
市
川
1
1
9

0

E

L

E
圃
ん
底
で
、
政
家
で
は
肥
料
を
約
刊
行
が
水
川
化
さ
札
、
市
川
辺

-pmヲ
金
に
も
困
り
、
そ
の
頃
の

H
m
f
b
一
変
し
ま
し
た
。
刊
咋

司

か
ら
現
金
収
入
に
な
る
東
京
に
は
湖
北
台
団
地
が
完
成
.
入
昭

一
れ
へ
の
'
打
開
が
始
ま
り
ま
し
た
@

数
2
4
0
0
戸
と

一
帯
に
人
口
カ

門

ニ
的
行
向
は
、
酬
明
後
疎
開
者
刷
加
し
ま
し
た
。

日「
や
引
mw白
に
と
っ
て
も
大
切
平
成
2
年
内
川
洲
北
付
地
山
川
町

4
な
働
き
U
で
も
あ
り
ま
し
た
。

人
口
は
、

お
よ
そ
Z
刀
7
0
0
0

、

ま
た
、
脱
(
私
的
中
心

的

主

働

人
.
合
併
時
か
ら
今
日
ま
で
的
犯

き
干
で
あ
る
剛
山
衆
は
戦
争
へ
年
間
で
、
お
よ
そ
Z
万
2
0
0
0

と
駆
り
出
さ
れ
‘
そ
的
数
は
人
の
人
白
川
と
屯
リ
ま
し
た
・

線
)
が
‘
同
訓
平
に
は
成
問
鰍
が

州
通
し
、
よ
フ
ゃ
く
柏
送
は
水
上

か
ら
附
上
へ
と
宏
検
す
る
時
を
迎

え、

政
孫
子
駅
は
鉄
道
交
通
の
箆

梨
拠
内
と
な
り
ま
し
た
.

日
本
の
国
は
、
布
団
強
兵
の
戸

U

向
く
、
明
治
幻
年
に
は
日
消
戦
争

に
、
ま
た
同
日
川
年
に
は
日
誌
戦
争

に
、
凶
民
を
駆
リ
立
て
た
時
代
で
戦
後
の
復
興
は
、
ま
ず
州
刷
業
の

し
た
.
拘
孫
子
駅
的
近
く
に
、
山
保
興
と
食
料
相
産
か
ら
始
ま
リ
ま

一
合
名
会
社
林
組
文
応
が
間
諜
し
、
す
。

G
H
Q主
識
の
燥
地
改
革
、

生
糸
町
生
注
を
始
め
た
の
は
、
明

土
地
改
良
法
的
公
布
、
統
制
の
仰

治

ぬ

年

で

し

た

。

問

時

を

総

て

、

日

本

経

済

は

イ

ン

フ

同
じ
頃
.
近
隣
町
村
に
本
庖
を
レ
を
脱
し
ま
す
。
当
地
に
特
徴
的

持
つ
銀
行
的
開
業
も
あ
り
・
取
手
な
の
は
、
手
れ
治
的
干
拓
で
、
二

銀
行
(
現
常
時
銀
行
)
我
孫
子
支
広
れ
は
昭
和
幻
年
に
精
工
き
れ
‘
同

が
開
放
さ
れ
た
の
は
大
正
3
年
内
刊
年
に
完
成
し
ま
す
a

ま
た
、
同

こ
と
で
す
。
折

し

も

第

一

次

大

時
期
に
利
恨
遊
水
地
的
問
何
も
行

峨
に
挙
戦
し
た
年
で
も
あ
り
ま
す。

わ
れ
て
い
ま
す
。
手
間
円
沼
と
利
恨

明
る
い
方
で
は
.
券
経
に
屯
灯
が

川
は、

災
し
い
白
燃
と
見
か
主
夫

と
も
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
り
を
も
た
ら
す
反
而
、
水
容
の
恐

怖
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
た
.

昭
和
初
年
代
に
人
る
と
、
柏
市

町
光
ケ
丘
団
地
な
ど
の
宅
地
開
発

が
、
日
本
住
宅
公
団
や
県
住
宅
公

社
に
よ
っ
て
手
が
け
ら
れ
ま
す
。

行
商
風
景
(
昭
和
初
年
代
)

官
同
勢
地
区
は
現
在
.
我
孫
子

市
の
松
西
端
に
あ

っ

て

伯
市

と
め
同
世
界
を
山
間
維
に
形
成
し
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
岡
山
戸
.
布

地
な
ど
の
同

一
地
名
が
岡
市
に

ま
た
が
っ
て
存
在
し
て
い
る
の

は
、
過
去
の
経
時
怖
を
推
測
さ
せ

材中が揺れた 2度

の合併警官隊の

出動も III '，;~物 ~..J・

出
引
か
り
州
消
化
し
て
い
ま
し
た
、

付
民
の
世
論
剣
先
で
6
対
4
と
凶

M
W
ど
っ
た
我
孫
子
派
も
伝
後
は
辺

転
向
形
勢
に
.
そ
の
問
、
村
氏
大

会
や
餓
会
で
両
派
の
巡
動
は
俄
烈

を
阪
的
、
川
間
習
が
抵
べ

1
0
0
私

以
上
の
将
官
を
明
白
戒
に
当
た
句
せ

た
と
い
い
ま
す
。

、
}
町
村
栄
が
現
作
の
錯
綜
し
た

区
画
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
紛
糾
の
背
景
に
は
多
憾
な

事
情
が
考
え
ら
れ
ま
す
が、

明
治

に
入
っ
て
州
む
な
〈
は
.
近
枇
以

米
町
天
領
、
ね
傾
向
名
山
明
り
し
仏
]

頂
く
映
し
出
さ
れ
て

い
た
の
で
は

な
い
で
し
t
っ
か
。

iJK .f主 に新戸ーま梢時事与を 統こ回 2日付々村でし 百ICm !..~ i-i j:i る
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次代を担う子供達ガ、将来どのよう怠夢を抱いている

のか。変わりゆく社会、環廃の変化に対し、わたしたち

大人の社会!こ、ふるさとあぴこを素直に表現してくれま

した。今回の取材|こあだって、 20年前を鋸り起こすこと

は厳しく、未来のあびこを夢み怠ガら、この土地を去っ

た子どもたちも多くいました。子どもの夢をどうか怠え

ていくか、もう一度現実を問い直す時でしょう。

屯=
rt). 

‘F我
孫
子
中

3
年

|
|
私
は
.
我
孫
子
市
を
緑
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

一
で
い
っ
ぱ
い
の
町
に
し
た
い
。

+
分
楽
し
か
っ
た
。

一
外
を
歩
け
ば
道
的一向
側

に

は

木

父

と

も

、
よ
く
そ
こ
に
散
歩
に

一
身
が
揃
え
ら
れ
、
ふ
と
耳
を
す
出
か
け
た
@
沼
は
、
い
つ
行
っ
て

一
ま
せ
ば
、
山
崎
町
聞
や
、
虫
の
鳴
も
釣
り
を
す
る
人
で
い
っ
ぱ
い
だ

一
き

ま
M

聞
こ
え
る
・
自
仲
間
の
尖
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
時
々
だ
れ
も

一
し
さ
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
森
が
い
な
い
と
き
が
あ
っ
て
.
そ
ん
な

一
あ
り
林
が
あ
り
、
沼
が
あ
リ
川

崎

は

、
こ
み
が
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に

由
が
あ
る
.
そ
ん
な
縁
の
町
を
作
散
ら
ば
っ
て
い
た
り
、
風
に
飛
ぱ

一
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
水
に
浮
か

一
将
来
私
が
母
親
に
な

っ
た
と
き
、
ん
で
い
た
り
し
た
・

一
ど
ん
な
に
子
供
述
を
喜
ば
せ
る
古
利
楓
沼
町
周
辺
に
は
、
い
ろ

一
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
|
|
い
ろ
な
木
が
あ
っ
て
、
弟
は
互
に

一
私
の
家
は
、
古
利
回
相
沼
町

す

な

る

と

き

へ

『
く
わ
が
た
』
や

一
ぐ
近
く
に
あ
え
私
も
小
学
生
ぷ
ぶ
と
む
し
』
を
つ
か
ま
え
に

一
の
こ
ろ
は
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
行
っ
た
。
毎
回
同
じ
よ
う
に
、
小

一
に
弟
や
妹
を
述
れ
て
よ
く
そ
の
さ
い
子
分
違
を
従
え
て
出
か
け
て

で
出
に
遊
び
に
行
っ
た
.
長
靴
を
い
っ
て
は
得
意
そ
う
に
と
っ
て
や

一
は
い
て
、
網
を
片
手
に
パ
ケ
ソ
る
の
で
あ
る
。

一
を
よ
ら
さ
げ
、
『
ぎ
り
が
に
』
を
夏
に
な
る
と
‘
夜
に
近
く
の
回

一
取
り
に
行
〈
の
で
あ
る
。
帰
り
ん
ぽ
へ
鐙
を
見
に
い
っ
%
ま
だ

一
円
パ
ケ
ツ

町
中
に
は
、
い
つ
も
背
ヲ
と
し
た
稲
の
抑
制
が
、
ず
っ
と

a

『
お
た
ま
じ
ゃ
〈
し
』
し
か
入
泣
く
ま
で
続
い
て
い
て
、
細
い
道

務j第784号

聾F

佳

代

白
ゆ

が
そ
の
水
回
を
大
き
く
二
つ
に
分

け
て
い
た
.

今
は
、
そ
の
道
も
広
い
道
路
に

作
り
直
さ
れ
た
.

道
路
を
作
る
の
は
.
国
や
市
内

仕
事
で
あ
る
.
新
し
い
道
路
の
お

か
げ
で
、
私
達
の
生
活
は
以
前
に

比
べ
と
て
も
便
利
に
な
っ
た
.
パ 4

司
布
佐
小
5
年

野

口

ぬ

ω
⑫ 立

湖
北
台
西
小

5
年

窃

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
や
し
て
い
き
た
い
.

-
本
町
道
を
作
る
た
め
に
、
何
私
が
中
学
1
年
生
の
と
き
、
学

十
年
も
か
け
て
育
っ
て
き
た
木
々
校
の
J
R
C
活
動
で
古
利
楓
に
行

が
九
ご
と
切
り
倒
さ
れ
る
と
い
、
九

っ
た
。
大
き
な
ゴ
ミ
袋
が
い
く
つ

し
か
も
、
木
々
だ
け
が
死
肉
的
で
あ
っ
て
も
息

η
な
〈
て
、
あ
ま
り

は
な
い。

そ
こ
に
住
む
小
さ
な
生
の
ご
み
の
量
に
驚
い
た
.
と
同
時

き
物
連
ま
で
が
生
活
の
場
を
失
勺
に
‘
い
つ
も
こ
の
よ
、
つ
な
活
動
を

て
し
ま
う
の
で
あ
る
.
近
い
将
来
、
な
さ
っ
て
い
る
方
も
い
る
ん
だ
な

織
の
町

我
孫
子

湖
北
中

S
年

浅

間

理

奈

ス
が
通
る
よ
、
フ
に
な
っ
た
た
め
交
我
孫
子
に
も
、
本
物
的
『
〈
わ
が

過
の
便
が
よ
〈
な
っ
た
し
、
水
銀
た
』
を
見
た
こ
と
の
な
い
子
供
が

灯
が
道
的
は
じ
か
ら
は
じ
ま
で
ず
ふ
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

ら
っ
と
備
え
つ
け
ら
れ
た
の
で
、
開
発
/
¥
と
や
み
く
も
に
騒
ぐ
の

夜
も
あ
ま
り
危
な
く
な
く
な
っ
た
.
で
は
な
く
、
そ
れ
に
関
さ
れ
た
部

し
か
し
、
そ
の
便
利
害
を
得
る
分
に
ま
で
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

た
め
に
、
私
達
が
小
き
な
自
然
を
開
発
的
陰
に
ま
で
目
が
届
〈
、
そ

mし
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
党
え
て
ん
な
人
を
も
っ
と
我
綿
子
市
に
ふ

あ
と
考
え
て
し
ま
っ
た
。

ご
み
を
捨
て
る
人
は
、
そ
れ
を

拾
う
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
い
た
ら
、
と
て
も
そ
ん
な
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
拾
う
人

的
身
に
も
な
っ
て
み
て
ほ
し
い
。

私
は
、
町
町
姿
は
住
む
人
的
心

を
物
諮
っ
て
い
る
と
思
う
。
い
つ

早

山窃
只ヨ
〈ミニ3

も
き
れ
い
な
並
木
道
が
あ
っ
た
ら
、
一

般
市
民
な
円
で
あ
る
・
い
〈

そ
れ
は
地
域
の
人
が
落
ち
葉
を
毎
ら
市
で
呼
び
か
け
て
も
、
実
行

日
/
¥
掃
除
し
て
道
を
き
れ
い
に
す
る
の
は
私
た
ち
市
民
な
の
で

し
て
お
く
た
め
だ
与
う
.
新
し
く
あ
る
@

は
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
も
消
潟
な
自
ら
進
ん
で
陰
で
働
く
人
と

駅
や
公
園
・
。
だ
れ
か
が
気
に
か
な
り
、

1
人
1
人
が
我
山
加
子
市

け
て
い
る
の
で
あ
る
.
私
は
特
に
を
良
く
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ

木
や
革
、
花
な
ど
に
住
む
人
の
心
と
が
、
お
互
い
が
協
力
し
て
住

が
表
れ
る
と
思
う
。
枯
れ
な
い
よ
む
社
会
的
中
で
の
義
務
な
の
で

う
に
、
た
え
ず
ホ
を
や
っ
た
り
、
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

革
を
ぬ
い
た
り
・
。
だ
か
ら
私
は
、
私
は
、
我
孫
子
市
を
、
き
ら

我
孫
子
市
を
織
で
い
っ
ぱ
い
の
町
び
や
か
な
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
よ
り

一

に
し
た
い
a

必
ず
陰
で
働
い
て
い
も
ほ
の
か
な
光
を
放
っ
僚
の
よ
一

る
人
が
い
る
。
そ
ん
な
人
が
た
く
さ
が
わ
か
る

l
1そ
ん
な
人
達
一

さ
ん
た
〈
さ
ん
い
る
町
に
し
た
い
・
が
住
む
町
に
し
た
い
。

一

例
え
ば
‘
近
所
の
お
ば
さ
ん
や
私
が
‘
母
親
に
な
っ
た
ら
、
一

自
治
会
的
人
途
、
ま
た
近
〈
の
小
、
「
た
だ

い
ま
/
」
と
元
気
に
帰
ニ

中
学
生
遥
が
・
。
も
し
も
そ
こ
か

て
〈
る
子
供
述
を
、
笑
顔
で
む

一

ら
、
「
ご
苦
労
織
」
‘
「
お
は
よ
う
」
、
か
え
て
あ
げ
た
い
と
思

1

一

「い

勺
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ど
の
「
あ
ら
ま
晶
、
こ
ん
な
に
お

一

会
話
が
生
ま
れ
て
き
た
ら、

き
ら
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
と
っ
て
き
て、
一

に
よ
い
町
に
な
る
と
思
う
。
い
勺
た
い
ど
う
す
る
つ
も
り
J
一

我
孫
子
市
を
変
え
て
い
く
の
は
、
と
旨
い

な

が

ら

:

。

一

4

司
布
佐
中
3
年
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野

口

あ
づ
き

び2
塑あ 文

fの?
?と Z
5わナ
た涯
:υ 

お
か
あ
さ
ん
は
、
わ
た
し
が
、

か
え
っ
て
〈
る
と
す
ぐ
、
「
ぴ
あ
の

を
や
り
な
さ
い
』
と
い
い
ま
す
.

わ
た
し
は
、
ぴ
あ
の
は
、
お
も

し
ろ
い
と
き
も
、
あ
る
し
‘
お
も

し
ろ
く
な
い
と
き
も
、
あ
り
ま
す

が
.
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
‘
や

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
の
ご

ろ
は
、
だ
ん
ど
ん
お
も
し
ろ
く
な

っ
て
、
き
ま
し
た
.

ぴ
あ
町
内
、
せ
ん
せ
い
は
、
お

ん
な
の
せ
ん
せ
い
で
.
い
ち
の
せ

せ
ん
せ
い
と
い
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
お
ん
な
の
せ
ん
せ

い
で
‘
よ
か
っ
た
と
お
も
い
ま
す
.

八
ば
ん
も
、

υけ
る
よ
う
に
、

な
り
ま
し
た
し
、
ょ
う
れ
と
い
う

編
集
後
記

本
特
集
の
編
集
に
あ
た
り
、

取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
や
執
然
し
て
い
た
だ
い
た

市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん 鎌形1里絵さん

の
も
、
U
け
る
よ
う
に
、
な
り
ま

し
た
.
だ
ん
だ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
‘

も
の
が
、

ひ
け
る
よ
、ヲ
に
、
な
っ

て
い
く
何
で
、
う
れ
し
い
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
、
じ
よ
う
ず
に
、

ひ
け
る
よ
う
に
.
が
ん
ば
り
た
い

と
、
お
も
っ

て
い
ま
す
。

-Rm年
の
思
い
出

初
年
前
向
文
絡
を
み
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
本
当
に
訟
が
4

泣い

た
ん
で
す
か
。
私
は
絵
を
普
く
方

が
好
き
で
私
的
版
聞
が
か
つ
し
か

の
表
紙
に
の
っ
た
の
は
覚
え
て
い

ま
し
た
.
ピ
ア
ノ
は
も
う

m年
以

上
弾
い
て
な
い
ん
で
す
.

で
も

nm年
u

早
い
で
す
ね
@

A
7
は
、
商
社
に
勤
め
て
ま
す
が
背

は
、
人
家
も
ま
ば
ら
で
夜
は
、
限

定
球
ひ
と
つ
、
怖
く
て

一
人
歩
き

な
ん
か
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
今
は
‘
仕
事
で
遮
〈
な

勺
て
も
、
街
路
灯
も
明
る
く
、
安

心
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

に
問
中
〈
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
同
相
秘
し
た
作
文
、
絵

闘
は
、
「
小
中
学
生
作
文
-
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」
的
最
優
秀
作
品

て
す
。
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EM宣品~ 健康刻イド
保
健
セ
ン
タ

湖

北

台

!

の

ロ

の

日

(

湖

北

駅

南

口

徒

歩

2
分

合
川
町

1
1
3
1

で

マ
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
鎌
記

用
具
は
毎
回
・
第
1
回
は
パ
ス
タ

オ
ル
1
枚
、
第
4
図
は
さ
ら
し
布

1
5
0
m
位
、
糸
、
剣、

ハ
サ
、
、
¥

マ
チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

‘
回
線
学
級
日
程

陣1回
7 R 2日 必産的飴

開 峰崎体i量

1112園
7月9日 妊阪中の由科目E生

(閉 妊校中と産桂町保健

聞3回
7月178 妊妓中町常聾。3 妊妓'1'毒症町予防(医師の艶)

車4固
7月幻自 手ヴ(~オムツ、

ω 昨らゃんの聾t量

~ 

向f
キ
ァ
イ

語大ち
苧鍵ゐ ゃ

占佳万好ん
2 ち
かや
月ん

H
K
毒

自

炎

無

料
券
(
3
3
6
か
月
用
‘
9
1
M

I
l
l
i
l
i-
-
l
i
l
--川
か

月

用

)を
利
用
し
、
医
療
機
関
で

肥
満
や
糖
尿
病
な
と
で
お
困
り
受
け
ま
し
ょ
う
。

的
方‘

か
た
ょ
っ
た
食
事
を
し
て

4
育
児
相
股
日
程

野
菜
な
ど
不
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

栄
益
士
が
指
噂
い
た
し
ま
す
。

お
気
維
に
ご
相
験
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み

電
縮
予
約
。

日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

阪
防
彫印
刷

同
回
同
凶
]

V
対

象

平

成

Z
年
3
月
以
前
に

赤

ち

ゃ
ん
は
、
生
後
3
1
4
か

生
ま
れ
、

1
度
も
B
C
G
按
砲
を
月
に
も
な
る
と
表
情
も
些
か
に
な

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
(
対
象
児
り
、
よ
く
笑
う
よ
う
に
な
り
ま
す
・

に

は

通

知

が

い

き

ま

す

)

保

健

セ

ン

タ

ー
で
は
、
こ
の
時

V
時

間

午

後
1
時
日
分
か
ら
2

期
の
赤
ち
ゃ
ん
を
中
心
に
赤
ち
ゃ

時

ω分
ん

体

換

を

行

っ

て

い

ま

す

。

手
足

V
持

容

母

子

健

康

手

般

を

よ
く
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
母

踊
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

さ
ん
円
働
き
か
け
に
よ
っ
て
赤
ち

医
に
相
続
的
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ゃ
ん
の
成
長
を
す
ば
ら
し
い
も
の

‘
ツ
皮
お
よ
び
判
定
B
C
G
日
程

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

υ

お
い
で
く
だ
さ
い
.

V
内
容

身
体
計
測
‘
赤
ち
ゃ
ん

体
操
‘
栄
養
相
械
、
歯
科
相
娘
、

保
健
嫡
円
相
談
な
ど
、

開
乳
児
健
診
は
母
子
健
康
手
般
の

4
E
鵡

6
か
月
間
健
康
膨
萱

紋
当
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
.

-v
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ

ラ
シ
(
大
人
・
子
供
用
各
1
本
)

問
診
票

(事
前
も
忘
托
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
.
)

4
1歳
6
か
月
児
健
圃
昭
島
時
査
日
程

7月出日日 7月las6B 

9 : 15-11 凹 時間

か3ら1 昭和63 
から 昭相 匝|

IS 63 
臼年 四年

当

生れま 阻月 生ま 1月2 

16 '¥ 見日

ミ

ル
ク
リ
反
届

一
判
定

B
C
G

7
H
3
B
(火)一

7
月

5
日
(
木
)

+ 
m凪信

号鰯掬窪

き

-?根ロ
す、 本E盆

3;;遣5i
ん が山人
だ~"t.t

品思

『日 お

中E 人
lfj 

野@明さ

f右友t叫ん

:実ゐぷと
誌 ち

局 Z

砂日時 7月9日(月)

午前 9時30分から午後

3時30分(正午から午

後 1時ま では休惣)

惨場所 保健センタ

砂問い合わせ厚生課

(A1(1 1(i l(』 聞

生副 主 17 主 10 主 3 日目 日 日日

• 9 : 15-9 : 45 (該当児) 畳

• 9 : 45-10・30(その他銅銭のある方) 村

-平成 2'1'3月生ま れ (通知がいきます) 対

.0-6歳(相殺のある方) 血

み I

主器 |精
三引 神
ら手 |衛
おも |生
品問 |相

器古i談
生悩

相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
・

心
的
持
ち
方
、
考
え
方

υと
つ

で
ず
い
ぶ
ん
表
わ
る
も
の
で
す
a

お
気
軽
に
ご
相
政
く
だ
さ
い
.

V
申
し
込
み

屯
賠
予
約
(
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。)

V
担

当

神

経
内
科
医
微
山
述
郎

先
生

4

『
肩
こ
り
・
腰
繍
教
室
日
程

岡田 主 弘、 内 容

7月3日 身近世悼鹿法 (話}
(火) 体揖{涼'f慨.体を働かす基本)

7月10日
食事I~断.栄聾町ハラ y スをとるために

(火)

7月17日 正しいtIIのみがき方と由そう のヲ ろヲグ〉予防について

(火) 肩こり・ 腰痛予防肉体l誕

7月目日 肩こり・腰痛予防内体時

(火) (体的状態をみ舎がら体怖を行います)

肩
こ
り
・腰
痛
教
室

周
こ
り
や
腰
捕
で
悩
ん
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
.
当
日
は
個
別

相
賊
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
.

V
時

間

午

後

l
時

ω分
か
ら
3

時
(
受
付
・
午
後
1
時
か
ら
1
時

ω

分
)

V
申
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
ま
た
は
直
接
お
い
で
下
さ
い
・

」
楠
保
健
所
カ
-

a

相

市

柏

2
5
5

一同
町
|

育

相

談

包
(
幻

)
1
2
5
5

に
けI
l
l
i
t
-
-
-
-

寸
|
叶

U
川
M
パ
引
引
叫

刈
パ
U
U」

日
時

7
月
初
日
(
木
)
午
後
l

一
3
鶴

見

健

康

四

百

」

時
か
ら
2
時

-v
対

象

昭

和
白
年
4
月
生
ま
れ
V
対
象

繁
形
外
科
的
な
心
配
的

(通
知
が
い
き
ま

す

)

あ

る

同
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
怠

V
日
時

7
月
山
日
(
火
)
受
付
午
マ
喝
所

柏
保
健
所

後
1
時
同
日
分
か
ら
2
時

日

分

V

内

容

態

形

外

科

医

に

よ

る

診

V
渇
所
保
健
セ
ン

タ

ー

務

・
指摘
岬
、
保
健
姉
に
よ
る
相
談

V
待
客
母
子
健
旗
手
帳
、
品
開
ブ
指
導

ラ
y
、
尿

V
持
参
母
子
健
勝
手
帳

。〉

下
訟
の
予
防
接
極
は
医
療
機
関

で
受
け
て
く
だ
さ
い
.

な
お
、

M
M
R
(新
三
種
混
合

H

麻
疹
・
風
し
ん
・
お
た
ふ
く
か

ぜ
て
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
極

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
副
作
用
の

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
実
施
医

療
機
関
へ
ご
相
時
酬
の
後
、
医
療
機

関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

各
予
防
接
種
の
実
施
医
療
機
関

は
、
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

V
持
品
世
母
子
健
康
手
版
、
印
鑑

守
費
用
就
学
問
ま
で
無
料

三種;R合 麻疹
日本脳炎

(盲目せ自慰ジフ問テリ (は Lか)

.-. 1 1 3 〈はlまL必な設l カt な l
4固期 決

EましZ お‘ の控 闘除

月?時僚は同 年間闘持い 円

1 It 1誕
) 7tk 1. 1 担生 い生11食8 昌生 也-7 "1生

月 2 8 
l 聞1;朗生をi傘かE 

. 日

) 週問 か Zかか者

の開隔 学続前ら 年上け以あ週の83l4か月ま8学舵前らま 院月を〈 か括月ら 占学的らま上
お

よ

でま S附F か U 
2て' てl問聞にで町で 月 て
回伺 } ま 町

9葺
』堕長幼喝 固惜穐で3惜檀:幼児ー

にて 劫児
種

2 (固機惜こ ffす長長 ， ‘ 
削

同
る 回緩慢11 

肱月をs2 カとE 間
盟年

刷盟 と .

EE 
。
市
民
図
書
館
宮
(
倒
)A
I
1
-

。

@
湖
悲
ロ
分
館
含

(
U)
3
0
5
5

0
布
佐
分
館
宮

(
ω
)
1
3
A
，1

@
移
動
図
宙
飽
倉

(
U
)
0
9
0
9

湖

北

台

分

館

H
油
総
H

V
作
品
・
作
者
風
景
画
(8
号
)

森
田
侠

一
(
中
虫
)
‘
静
物
価
(6
号
)

寺
山
光
郎
(
湖
北
台
)
、
花
(
6
号
}長

谷
川
浩
一
(
中
巾
三
‘
静
物
画
(
6
号
)

内
海
哨
正
(
湖
北
台
)

布

佐

分

館

日
油
絵
H

V

作

品

灯
台
岬
(
ロ
号
)
、
戸
町

湖
(
ロ
号
)
、
山
門
(
ロ
号
)

V

作

者

伊
原
三
一
(
布
佐
)

圏
展
示
期
間

7
月
日
出
日
(
目
)
ま

で

子
供
た
ち
に
楽
し
い
絵
本
と
の

出
会
い
を
健
や
か
な
成
長
を
s

と
い
う
思
い
を
込
め
て‘

楽
し
い

お
は
な
し
ゃ
絵
本
的
統
み
聞
か
せ

を
し
て
い
ま
す
。

4
裁
か
ら
9
成
〈
ら
い
の
ち
び

っ
こ
、
来
れ
/

V
時

間

午

後

4
時
1
4
時
ぬ
分

4
日

程

7 7 
!f( 月 月

12 19 5 

'‘ 日 自白
日f付 肘(村

{313 布佐2 部4市El宝E 昆

11¥ 

へFし6 級4車，-
間

ゃ の

.~ ，..' - ...，.マ，γ _'~r刷.，.

… 昌也 '---'~ ¥ ・・ .~ 

.~ τTo>Þ/ /11、
Y 川，人 I~I ----II 
r、、、j- I7 . '~戸J，-/)

そよか包号(函館:)7周の目程 (;~)
曜日 日 ステーション名 地 所 時間{午後)

4 ~~ I 11' nl.' is. 川 n. .!~ るl I : :¥0-2 : 10 

水 ‘胡 It 湖 l仁 1世 I.{ ~': I~ ~官 : 20-2 : 50 
18 l1i ~、:lIr ，;' :， ~ '1 スト T ~! 3 : IU-，1 : t剛

木
5 すく 1: ri J< i: " ~( ~ ，j'(公 1.1 : O()- ~ : 511 

19 ，'1' 111 ri' 令崎了サ~.~もi : In-.I : (町

金
6 丸、.~， "iえ ¥ ，¥" ・主 n It IJ .Il ~~ I~I 酬}‘ー .15

20 っく L計 Ilt ，~I. シ1::.シ~ .t ;.. タ- ~~ :1附，、..1 血h

水
1I 市 I{ 都 ，'i ~ : コ:HO-:.! : -15 

25 。il生l'ftI'i 而 1主叶1)止 f，:， .~シヌ :(町 -.1: nu 

12 1'1 IIJ 1 _， ;)' '，;，: I唱 !L と へ 11 .IU-ヨ::!IJ

木 11: 本 Jl 1; 主 ~ t. ~ I II ~ J~ : :;¥1_:， : l't1.1 

26 ii 川 口 111 也 民 公 lもl : :.!o--l 出t

金
13 m ，i 111 S~ 1~ .いとる1 11'1 :(附-2 W 

27 つ L~I ! I~ :~'.ν J ビシク ヒ ン タ- ~~ : l}il-.I : ¥則

303 

し
あ
わ
せ
学
級

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
な
る

方
へ子

供
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
ど

ん
な
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
か
、
ご

夫
婦
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
.

-v
日
時
7
月
幻
日
(
土
)
午
前
9

時
ぬ
分
か
ら
日
時
ぬ
分

(受
付

当
日
会
場
で
9
時
日
分
か
ら
)

V
内

容

*

同

ミ
リ
映
写

「母
と

子
の
き
ず
な
」
也
事
赤
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
町
入
れ
方
(
実
刑
臼
)
お
よ
び
子

育
て
に
つ
い
て
本
そ
の
他
相
談

凪
〕
門
間
刷
]

V

時

間

午
前
9
時
初
分
か
ら
日

時
ぬ
分
(
第
3
回
は
午
後
l
時
か

ら
3
時
)



1990， 7， 1 (8) 

7
月

ぬ"">>Qj鳩町示
J J 1¥二.. 1 ;"‘ 

惨資箔平成2年4月 1日現在渇

18歳以主の健康芯万〈高慢笠不可〉

惨人敏 ホコンパニコオン 1C旧名程

度 事ホスト4581霊屋

・・策務内容 本コンパニオン=燭

内戸ナつンス、 会喝案内、展示脱

明、iN.存l，la'か *ホスト=会喝内

の盟理、 飯沼ほか

砂勤務地 幕張メッセ

炉庖周期間竹月18日-12用16白

(11月上旬Iこ7巴聞の研修あり〉

惨給与 日額7C別 円〈研修期間申

は日額4000向〉

砂崎重事.頬 坦歴1I(1)J二半島の写

民 (3か月以内巳1閣11>)を島5布佐)

健康状限闘に島良、i本邸、視力をAe

入巴迎結党を明記のこと。全局写

:l1f虫 (3か月以内に!瞳影のサー

ビスサイズ、褒置に住所、氏名を

配眠〉

砂申レ込み・問い合わせ 8月')5
巴〈水〉まで(郵送の樋合1手当日消

印有劾)1こ〒260-91干梁市市樹1-

1県農政際肉食と緑のl碍覧会-5

l<tω実行室員会sω172(23)ぬ87へ

おさ対話料理コンヲー!lil~~
砂応募資倍 おさかな軍司理の沼き

芯戸マチュ戸の万

惨内宮魚をメインに使つ疋若者

向けのメニューで未発表のもの

惨応募お法 。問い合わせ ハガキ

に住所、氏名、年齢、鼠禦、電信

番号、位別、来既錨の割、メヱ

ユー名、初斜、{官り万、コツなど

を明足し、 7月15巴〈目、消印青空D)

までに干273伯信市印内町599サン

ライズビル 502号干葉県シーフー

ド普及促進協脳会おさか恕料理コ

ンクール事務局ft0474(37)0978へ

I Ø'JII伺~ 16' [曽
(f )U c'リ 11

f~ )lJ _ ~ー い公同i

m民衛生金高温公鳳でl革、国民の

宝活と関係の深い飲食、理E弘美容、

旅館、クリーニングなど環!ff衛生

関慌の包築の方々に、衛生置の向

上、経営の近代化を図るだめの殴

側員金を砲資しています。

后のWi績やl曽改夜、部異、備局

の防入主主どにご利用くZささい。

砂問い合わせ 周目J公庫繁務郎君

ω(582)5416 

的 rfl示一「マ育扇τ1I示一雨-wr::J--航lJi題
目11 判例曹抗 II II~ 市 ~ ~ 

@赤十字叙急法舗習会 5月に抱えられ疋砲の苗は気温

惨日時 7月初日〈用〉から8月2 の上昇とともlこぐんぐ向湾ってい

巴(木〉までの4日間午前8騎30分 ま写。レかし、この関Wllil:農家ガ

から午後4筒30分 水砲のl!i虫や病気に悩まさ杓る時。

砂定員 408 (先笛順〉 舎年も次の自慢で鍵震の密申叡布

惨費用テキスト代として 6∞ 同 を実隠しますので、皆さまのご協

詫'4日間過して出席してくとさし」万をお願いします。

@赤十字家庭智麗老人家庭宮腹 砂日程 7月5日(木〉、 22日(目〉

注繊習会 =利l毘川沿いの水田 7月6日

砂日時①昼礎家庭君臨…7月16 (金〕、 23日〈用)=手貿沼沿いの氷

白〈司〉から18日0.1<)②老人家庭君 田 〈雨天、強風の樋合は順延)

腿 8月27日〈用〉から29日〈氷〉し、 砂時 間 午 前4時30分ガ';:'9阿こ

ずれも午前1C燭ガら午後4腐 るまで

砂定員①208 ②30名〈昼槌家 惨問い合わぜ腿政限

庭句組終了者ガ対象 ‘-~~

b費用 テキスト代として 1∞円 \:.v屯V 苅.，~屯3
8岨申し込み ・問い合わぜ ハガキ '我孫手ロータリークラブ織から

に氏名、住所、 電信番号、生年月 福祉のだめにとっゴン車〈ローヲ

目、蹴熊、 受邸常磁の腕習会名を リー福祉号〉の寄贈ガありまし疋。

明肥し、干286成田市飯田町ωの1 ・マリーヌ〈育〉織〈中時〉かう公

成田赤十字病院医段位会事提也君 立保育園にと、布lI!!の奇想があり

0476(22)2311内線299へ まし疋.

日 l担当歯医 イ ~倒の IHì 1.我孫子市婦人大学敏から精伸薄

~官割 弱者塑笠飽股「あらき園J にと、

.1.....喝『副品副 ぞうきんの望書廻ガありました。

|よ~ 1"11 il" 
ホタ ル 観 賞金
一一一ー ー唖』ー一一

砂期日 7月7巴〈主〉、 8日〈日〉

市i宣所へ午後7筒線合〈小雨決行〉

砂問い合わせ媛盤宮(82)2268

手供の疋めの自然相霊
凝しく遊び芯ガら、手賀沼の恒

吻・自然を観擦します。

険対象小学4年生から申学生

・・ 日時 7月25日〈水〉午前9鰐30

分から正午

砂集合栂所 市民図冨飽両日

砂定員 5悦ヨ〈先酋}貰〉

惨申し込み問い合わゼ ハガキ

に佳所、氏名、m倍、学際名、学

年を明配レ、 7月188(水〉までに

我孫子1855市民函曾飽n(84)1110
〆¥。

，-

市民ハイキンク親書
砂期日 7月28臼(主〉、 29日〈日〉

惨協所 尾瀬ハイキングコース

砂対象・定員市内在住吉408

〈応膏多額の鴎合1il:!!IJ選〉

惨費用 穴人?万5α犯向、子供('.1、

学笠以下) 1万2C削 円

惨申し 込み 問い合わせハヱゴキ

( 1彼で48;:Jeで司〉に住所、 氏

名、年前、性別、 m笛番号を明配

し、 7同7白(工、必曽〉までに百

戸5696市民体育館宮(87)1155へ

m当選者への鋭明会を7月'15日

〈日)1こ予定していま可。

gmgP112R1 知 "1f.(. UII "i_)、ー
砂日時 7月15日〈臼〉受旬午前9

閥、開始午前101時
・ー 嶋所 中央公民館

険対象 市内在住・在働在学者

砂参加賀 15∞伺〈昼貧l百〉
惨申しilIゐ 当目安i百

砂問い合わ官 我孫子市図8趨留

佐久間合(82)2937

官古ZE鎖 り
惨日時 7月1')白〈主〉午後3関30

分から6時30分

砂曲面所問い合わぜ 県立我孫子

領経学l5In(87)0831

胸囲
佐駅、新木駅、湖lt'R 1880.10 

我孫子駅、天王白'R
'時間午前7向から8筒

砂問い合わぜ 厚笠隙往会i呆

.11'lrt宇 ~1!fIH: l!.'‘Illl .1リ川円dり

.. h\\ h;! i~~J ïmJi 'IJ ' H : I '( U -1"--ir，:11I1 

・IJII'1局面持IU'I ‘ ~I勾l骨M!J1Il!司
1・ 山口刑事if . .~ . . . ， . ~ .. ， . J 一一一一

・ 員長i l 'l~lf "・1;1刷 、.tuIWPP寸 "iiq}.liI似

‘ヨヨbHHト~q

ふれあいと対，請が築く
円 陣 F担金奄宵 則るい杭会

あく 司 る運動」同

失わ杓つつある往会的溜幣慰

をよみガえらゼ、犯罪や非行の

ほい往会をつくるだめ、市保総

司会と市更笠保館燭入会の旨さ

んガ市内の駅前で「少年非行~JJ

比と更生の煙防J のだめの広ffi

活f11を展開します。 ζ 協刀をあ

闘いします。

惨日程・場所 7月17日(*)布

= 
ミ =

(!)" 該i第784号

おことわ り

舎号Iil:市相1.1"'1ヨ20周年記愈符

雪を企画しまし疋ので、「市民

のひろばJ はお休みしま写。

=広軍司広隠鶴田

主
J

し
荷

V
U、M
P

-

;

:
 

，KAV
4
 

国国園固園国園
砂入煽料 S~高25∞円、 A陪2仮泊

同 B席15∞円 〈全席1旨定〉
惨入困層券発売所 平質lIel、ltロ
ひらガ、ミリヌン楽腿我孫子居、

ブックススズキ、荒持醤后、 石川

智光堂、あUこサービスセンター

レコードあっぷる‘ポピ 、市民

会館内売后ひろ刀り、 図留自宮湖lt
白分自官、 ~!iI館市佐分館、中央公

民館、 1白そこう、 t白i高島屋 fii手

とうきゅう、中!ヨ屋

惨問い合わせ 也会叡宵線3(85)

1151 

弱貫主20織でロンテイポ一国際コ

ンクール ーピ戸ノ邸内篤 11立をj量

得。内91で活舗のき手突刀派。

砂日時 7月158(臼〉午後2阿30

分間演(開場午後2鴎〉
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